「お手紙」を読んで、本作品の魅力とは何か次の条件を満たしてあなたの考えを述べなさい。
条件１　既習した①～④の視点のどれかを明確にして書くこと。（【　】の中に選んだ視点の番号を書いて解答すること。）
①「設定（時間）②「設定（場所）」③設定「（登場人物）」④「登場人物の心情」
条件２　複数の場面について根拠となる箇所を明確にして書くこと。
条件３　根拠と自分の考えを結びつけて書くこと。

解答類型
（正答の条件）
次の条件を満たして解答している。
①個々の場面や描写から直接分かることを把握している箇所
②複数の場面を相互に結び付けたり、各場面と登場人物の心情や行動、情景等の描写とを結び付けたりすることで新たな意味付けを行っている箇所
③本作品がもつ魅力について述べている箇所


















「お手紙」

選んだ視点【①】
　かえるくんは、手紙をもらったことがないがまくんを喜ばせようと、大急ぎで家に帰り手紙を書き、家から飛び出したにも関わらず、それを知り合いのかたつむりくんに送るようお願いした。私は、「大急ぎで家に帰って手紙を書いた」ということは、かえるくんはできるだけ早く手紙を届けたいという思いだったと解釈したが、そうであるならば、手紙をかたつむりくんに渡すという描写は、一貫性がなく納得ができなかった。 
　しかし、再度本作品を読むと、 それまで「待つ」ことは「とても不幸せな気持ち」になっていたがまくんの気持ちが、最後には「とても喜びました」と表現されており、かたつむりくんが手紙を届けるのに長い時間を要しても喜びがあったということは、がまくんにとって届いた手紙が非常に価値あるものであったと解釈できるのではないだろうか。また、４日間かえるくんが待ってくれたことや、自分のことを思って手紙をわざわざ書いてくれたことも、がまくんにとっては「喜び」となっており、単に手紙が届いたということに対する「喜び」ではないのだと捉えた。
　以上のように考えると、本作品の魅力は、本作品の鍵となる登場人物を「かたつむり」に設定することにより、読者が登場人物の心情について読みを深めることができる点にあると考えた。


選んだ視点【②】
本作品は、「がまくんは、げんかんの前にすわっていました」から始まるが、初めて読んだ時には、単なるがまくんの行動描写が書かれているだけだと捉えていた。
　しかし、何度も読むと、このはじめの描写には意味があるのではないかと考えた。最後の場面では、「ふたりは、げんかんに出て、お手紙の来るのをまっていました。」と書かれており、同じ場所であるが対称的に書かれている。具体的には、「がまくんは」と「ふたりは」や、「げんかんの前に」と「げんかんに出て」、「すわっていました」と「まっていました」となっており、同じ場所だからこそこれらの描写の違いが際立ち、がまくんの心情の違いや、この作品がもつ世界観が読者に伝わりやすいと考えた。
以上のように考えると、本作品の魅力は、場所に着目して読むことで、読者が何気なく読み飛ばしてしまっている描写の意味に気付くことができ、物語の全体像を捉えられるようになる点だと考えた。


選んだ視点【③】
　この話は、がまくんとかえるくんが、玄関でお手紙の届くのを待っていたところ、「４日たって」やっとお手紙ががまくんに届く。「お手紙をもらって、がまくんは、とてもよろこびました」とあるが、４日間という長い時間がかかったのに、とても幸せな気持ちになったのは、欲しかった手紙が届いた喜びだということは理解できたが、長い時間がどのような意味があるのか疑問に思った。
　しかし、何度か読むと、二人での長い待ち時間あったからこそ、がまくんは、かえるくんが「大いそぎで家へ帰り」手紙を書いてくれてた気持ちを考えたり、何度も手紙を待つように促してくれたりした時の、かえるくんの気持ちを考えたりすることができたのではないかと思った。だからこそ、がまくんにとって受け取った手紙が、どんなものよりもうれしかったという気持ちが、「とてもよろこびました」に込められているのではないかと考えた。
　よって、私の考える本作品の魅力は、時間の流れに着目して読むことで、登場人物の心情をより深く読み味わうことができる点だと考えた。


選んだ視点【④】
　かえるくんは、がまくんに手紙の内容を聞かれた際、手紙の内容を全て打ち明ける。内容を知ったがまくんは、「ああ。」、「とてもいいお手紙だ。」と言い、手紙の内容を喜んでいると捉えていた。
しかし、その後の描写から、４日間もの間手紙を待ち続けていたことや、内容が分かっている手紙をもらっても、とても喜んでいるがまくんの「ああ。」、「とてもいいお手紙だ。」には友達が自分のことを考えて手紙を書いてくれたことの喜びや、自分のことを親友だと思ってくれる仲間がいることを知れたありがたさ、素直に自分の気持ちを表現してくれたことに対する感謝、秘密にしたい内容を伝えてでも相手を喜ばせたいという相手の思いに触れることができたことなど、非常に多くの喜びが含まれているのではないかと考えた。
このように考えると、本作品の魅力は、簡単な言葉で書かれているが、その言葉には様々な意味が含まれており、読み手によって様々に捉えることができることにあると考えた。


